
小６ 算数「分数のかけ算」１          組  番 氏名         

 

（１）積が大きくなる順にならべましょう。 

  

 

 

 

 答え            

（２）次の図形の面積や体積求めましょう。 

 ①平行四辺形 

              （式） 

 

 

 

                      答え              

 

②直方体 

              （式） 

 

 

 

                      答え              

  

（３）隼人さんは,分数に分数をかける計算の積が,「分母どうし,分子どうしをかければ求

められる」ことを説明しています。あてはまる数や言葉を入れましょう。 
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かける数を□倍すると

積も□倍になるから後で

□で割ると考えると… 
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【思・判・表】



小６ 算数「分数のかけ算」１ 解答・解説   

（１）積が大きくなる順にならべましょう。 

  

 

 

 答え  ウ・ア・イ・エ   

【解説】 かけられる数が同じとき、積の大きさはかける数で決まります。 

    かける数が大きいほど，積は大きくなります。 

 

（２）次の図形の面積や体積求めましょう。 

 ①平行四辺形 

              (式) ４×
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                      答え              

②直方体 

              (式) 
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                      答え              

  

（３）隼人さんは,分数に分数をかける計算の積が,「分母どうし,分子どうしをかければ求

められる」ことを説明しています。あてはまる数や言葉を入れましょう。 
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かける数を７倍すると

積も７倍になるから後で

７で割ると考えると… 
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【解説】辺の長さが分数で表され

ていても，整数や小数と同じよう

に公式を使って求められます。 

【解説】かけ算の

性質を使って考え

ると７をかけるこ

とで分数を整数に

直すことができま

す。 
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